
ダイワへらマスターズ２０１６　関西Ⅱ地区大会結果

開催日： 2016年10月23日（日曜日）

開催場所： 水藻FC（大阪府）

大会使用桟橋： 予選：1・2号桟橋

決定戦：2号桟橋

天候： 晴れのち曇り

気温（水温）： 22度

レディス賞： 水杉　睦美選手（12.15kｇ）

シニア賞： 大崎　清則選手（8.0kｇ）

参加人数： 42名

釣況： 9月初旬、まだ汗ばむ陽気の東北予選（山形　千石の池）から始まった闘いも、いよいよ最終戦。ここ水藻FCでの関西Ⅱ大会で予選ファイナルとなる。

この間の季節の移ろいは急ぎ足で、秋の深まり、そして、水の中は冬の釣りの序章に入ったようだ。

天候に恵まれたものの吹く風は冷たく、大半の選手が短竿のチョウチンウドンセットでの闘いとなった。底釣りは？と思うが、まだ冷えきっている

状態ではないので、底に付いていないという、かなり限られた条件の中でのつばぜり合いとなった。１回戦は４～５名が10組、上位2名が決勝戦に

進む。渋い釣況の中、決戦進出のボーダーラインは8kgライン（4h)、最高釣果17.6kgは立派である。そして、女性2人が決勝に駒を進めた事も特筆で

ある。12:30から20名を10名ずつの2グループに分けての2hの決勝戦、各グループの１位が全国決勝に進む。午後になっても肌寒さは変わらず、

釣況は好転しない。ほぼ全員が竿の長さを違え、チョウチンウドンセットでのぞんでいる。2hの中でチョウチンで時合を作るのは難しく、どう拾ってい

くかの神経戦になった。渋い時に必要以上にバラケを入れると、かえって釣況を悪化させるのセオリー通り、しっかりウキを入れて確実なアタリを取

る釣りに徹した選手がこの接戦をものにした。１枚の重要さを痛感させる予選～決勝であった。



★マークは全国決勝大会進出者です。

総合順位 氏名 決定G 決G順位 重量 予選G 予G順位 重量 住所 所属クラブ

★1 奥　貴至 B 1 10.20 J 2 13.50 和歌山県紀の川市 かわせみ軍団　ＴＥＡＭ　Ｔｈｅ　Ｇａｍｂｌｅ　Ｒｕｍｂｌｅ

★2 水杉　良正 A 1 9.10 C 1 11.30 兵庫県加古川市 無名会

3 葛西　涼 B 2 9.70 E 1 15.80 兵庫県神戸市 チームKCP

4 小寺　則之 A 2 7.20 G 1 15.50 大阪府交野市 チームＫＣＰ

5 大原　幹人 B 3 8.40 G 2 12.00 大阪府寝屋川市 ウェーブ

6 大谷　貴徳 A 3 7.15 J 1 16.75 兵庫県神戸市

7 森重　康一郎 B 4 7.60 A 1 11.60 熊本県宇土市

8 南　治孝 A 4 6.45 H 1 14.55 兵庫県川西市 ＮＨＣ

9 前田　哲也 B 5 7.25 D 2 8.95 兵庫県神戸市 Ｎｏｂｕｈａｒａグループ

10 吉川　敬一 A 5 5.10 E 2 9.55 兵庫県神戸市

11 岩永　眞二 B 6 6.40 C 2 5.25 熊本県阿蘇郡

12 平岡　悟 A 6 4.90 D 1 9.40 兵庫県神戸市

13 富田　真理子 B 7 5.35 B 1 8.75 大阪府大阪市 空-COO-

14 石田　浩一 A 7 4.55 I 1 17.60 兵庫県小野市 神戸岩本会

15 平木　良継 B 8 4.80 B 2 6.95 大阪府堺市 マスターズ大阪

16 水杉　睦美 A 8 3.40 F 1 12.15 兵庫県加古川市 無名会

17 手塚　弘敏 B 9 4.15 H 2 10.00 大阪府吹田市

18 森田　裕之 A 9 2.10 I 2 10.50 大阪府八尾市 レジェンド

19 大崎　清則 B 10 3.15 A 2 8.00 兵庫県神戸市

20 越智　秀幸 A 10 1.50 F 2 7.50 徳島県鳴門市 さぬきへら研四国支部

※敬称略

※コンピュータの表示のため、旧漢字等を修正させていただくことがございます。ご了承ください。

◆順位決定方法（大会規定に基づき下記基準にて順位を決定しました）

※検量重量はフラシ２枚目以降のフラシ重量（１．0ｋｇ）を差し引いた合計重量にて算出しました。

※決定戦はＡ・Ｂグループの順位別横取り方式にて総重量を基に総合順位を決定しました。

決定戦 予選


